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○地域生き残りの視点 

～地域ビジネス創出の前提～ 
東村 有三 

地域崩壊の危機 
地域の仕事をしていますと、地域が直面している二つの危機を実感します。一つは

人口減少と高齢化による「ゴーストタウン」化の現実であり、もう一つは地域経済の衰

退と自治体財政破綻の危機です。 
小さな市町村においてはまさにそのただ中にありますし、拠点都市においても顕在

化が始まっています。さらに一人勝ちに見える札幌においてもその徴候は見え隠れし

始めています。まさに「地域経済崩壊の危機」ではなく「地域崩壊の危機」を感じてい

ます。 
しかし、本当の不幸はこうしたあらかじめ予測されていた現実にあるのではなく直面

した危機に立ち向かう方法論が、いまだ確立・共有されていないことにあります。とりわ

け地域行政体においてその傾向が顕著に見うけられると感じてしまうのです。現在、

多くの地域行政体が行っている唯一の危機対策は行政が提供するサービスの効率

化に伴う行政コストの削減という、いわば財政破綻への対処療法にすぎません。いう

までもなくこれだけではさらなる人口減・雇用機会の消失・地域産業の縮小など負のス

パイラルに入ってしまい、地域崩壊の歯止めにはなっていないと思うのです。 
 

必要なのは外貨獲得＝「地域ビジネスの創出」 
こうなってしまった原因は数々あるでしょう。しかし少し厳しいかも知れませんがこう

なってしまった原因のひとつは私たちが求め選んできた「生き方」そのものにあるとい

う認識が必要だと思っています。識者によって様々な対策と考え方が示されています。

しかし地域に生きている人たちにとっては、みんな他人ごとに聴こえますし、よしんば

その考え方が正しいとしても、あまりにも従来と違っているはずですから戸惑ってしま

います。ただひとつ言えるのは「都市」はますます「グローバル化」していくだろうし「地

域」はますます「ローカル化」していくのです。 
そうした中で、地域にとって確実に必要なのは「外貨獲得」の視点だと考えています。

もちろん従来型の成長戦略を描くことは不可能です。しかし「域内循環型経済」だけで

は地域の持続すら獲得できないのは明白な事実です。まさに地域の持続戦略として

「外貨獲得」に向かう「地域ビジネス」の「創出起業」と「持続的経営」の手法論が必要

不可欠であり、そのためには「事業シーズの抽出」と「担い手の抽出・支援」に向かう

地域内意識共有（地域経営の視点）が欠かすことができないと思っています。 
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「新しい船を動かせるのは、古い水夫ではないだろう」 
必要なのは「地域を動かしてきたシステム」そのものの変換なのかも知れないので

す。地域活性化につながる価値の創造はそれまでの地域にとって“異質なもの”の先

にあって、成功を決定づける要素となるのは、従来の考え方や方法とは異質な発想法

や人材なのです。 
実をいうと地域にとって一番戸惑ってしまうのは、この一点にあるのです。ややもす

るとそうした発想法や人材は、従来の地域意志決定メカニズムでは、位置づけられて

いないばかりか、登場すら出来ていないかも知れません。しかし、そうした人たちこそ

が「新しい船を動かせる新しい水夫」にほかならないのです。 
「新しい水夫」たちが気づいている「新しい事業シーズ」しかし、この「新しい水夫」た

ちはまだ実績は小さく、資金も少ないはずです。各種制度に伴う調達方法も利用でき

ていないと思います。まさにこの時期、この「新しい水夫たち」に「地域経営」（資料 1）

の視点に立った戦略的支援（規制緩和、柔軟な解釈、応援体制など）と「新しい事業

シーズ」を試行させてみる勇気が必要なのです。そして、その地域における合意形成

のテーブルこそが次項に提示している「地域経営のための戦略的ステージ」であり

「地域ビジネス創出」への（コンソーシアム-資料 2）にほかならないと考えます。 
下に地域経営と地域ビジネス経営の両輪関係を示しておきます。 
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地域経営のための戦略的ステージ 
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地域ビジネス創出のための戦略的ステージ 

 

①地域ビジネス創出の視点 

地域ビジネスは徹頭徹尾、地域そのものの「場と空間を活用するビジネス」である

べきです。というのもグローバル化した経済状況のなかでは価格と質は量で決定され、

地域ビジネスがその土俵に上がった途端に敗退していくのは自明の事実だからです。

かつて「一村一品産品」がビジネスとしては定着できず、また最近の「地域資源活用ビ

ジネス」が進展していかないのもこの一点にあるのです。地域ビジネスで提供される産

品やサービスは、価格競争とは別な価値やサービスの付加が絶対必要条件なので

す。 
だからといって「地域産物や空間」の提供だけでいい訳ではありません。必要なのは

購入者や利用者に「この場と空間ならではの価格を納得させる満足度」を提供しなけ

れば持続可能な地域ビジネスにはなり得ないのです。 
 

②持続可能で外貨獲得可能な地域ビジネスの視点 

もし、地域の「場と空間」が他の地域を寄せ付けないほど圧倒的な存在ならば、苦労

することはないのです。しかし地域資源はどこかしら似ているのも事実です。ところが提

供される産品やサービスには「その場空間」の独自性が要求されているのです。（オ

ンリーワンの視点）そして「オンリーワン」を抽出するのは市場ポジショニング、業界ポ

ジショニングの視点（市場把握力）が必要になり、その要求に応えられる技術力の獲

得もしくは提供能力の把握が前提になるのです。いわば「求められている事と提供で

きる事の落差を冷徹に見とおせる目」と「その落差を特長に変えていく発想法」（優位

性市場の抽出力）が求められているのです。しかも、考えているだけでは動かないの

でプロジェクトを試行していく突破力、行動力が不可欠になるのです。 
 
③「選択と集中・地域の支援」―優位性市場創出の視点 

たとえば、10 年を超えて黒字を出し続けている「マッカリーナ」の優位性は、提供さ

れる価値に対する「相対的価格の安さ」です。ランチで 3,000 円ディナーで 7,000 円

以上の価格がある種の人たち（想定ターゲット）にとっては、圧倒的に安く思える仕掛

けがビルトインされているのです。スタッフの技術の高さはいうまでもありません。しかし、

最大のポイントは施設の建設所有が地域行政でありそれ故、運営者には建設所有に

伴うコスト負担が削減されているほか賃料も極めて低廉に設定されている点なのです。

しかも宿泊施設でありながら、そのサービスは「美味しい食事の提供」一点に選択集中

されています。 
実をいうと壁はこの点にあるのです。地域から見れば「異質なもの」に施設を建設し

運営も委ねてしまう。しかも「想定ターゲット」は極めて狭い。余程の覚悟と地域の将
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来に対する確かな見通しと地域合意がなければ成立し得ないプロジェクトなのです。 
地域ビジネスにおける優位性市場創出の視点は、まさにここにあります。地域資源

を新たな視点で抽出できる人材とその人材を中心に結成される事業チーム、そして市

場を見据え選択・集中された商品サービス、加えてその事業チームを徹底して支援す

る行政意志とその選択を支える地域合意なのです。 
従来の自治体経営のワクを超えた官民連携による地域経営のテーブルとプロジェ

クトに向かう地域ビジネス創出のためのテーブル。この二つのテーブルが両輪として

動き出してこそ、立ちすくんでいる地域がブレークスルーすることが可能になってくると

思います。 
最後に地域ビジネス創出の戦略的ステージフローを提示します。 
 
 

 


